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令和３年度の加入手続きをお願いします。 

時間が経つのは早いもので、保険の更新時期になりました。 

令和２年度にご加入いただいたボランティア活動保険は、 

３月末日で補償期間が切れますので、手続きをお願いします。 

※ボランティア活動保険は、活動中の事故はもちろんのこと、往復路での事故も保険の対象となります。

補償内容については加入と同時にお渡しするパンフレットに記載してありますのでご参照ください。 

 

 

○ボランティア活動保険料 

＜加入プラン＞ 

基本プラン ３５０円 

天災・地震補償プラン ５００円 

補償期間：R３.４.１～R４.３.３１ 

 

 
ボランティ ア活動保険 

安心して活動を行うために、是非ともご加入ください 
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新型コロナウイルス感染症対策について 
                              （広島市ホームページより一部抜粋） 

日頃より新型コロナウイルス感染症対策にご協力いただきありがとうございます。 

今後も、マスクや手洗い、３密の回避、換気の徹底など感染対策につとめてまいりましょう。（グループの

場合は、相互に確認しましょう。） 

発熱や咳、倦怠感や味覚・嗅覚障害の症状がある場合には、「ボランティア活動を休む」「会食などには

参加しない」「身近な医療機関を受診」するなどしましょう。 

   

 

 当面コロナ禍が続くと思いますが、 

ボランティア研修会で学んだグループ 

LINEの活用や LINEビデオ通話の活用で、 

心は密に過ごしたいですね       

 
ボランティアコーディネーター まつい 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1513658237/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzIuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1aLWV4RHpZdUZ1Zy9WRUVUWWZMLW5TSS9BQUFBQUFBQW9lVS9BbXZzNVMzNXNDNC9zODAwL2ppa29faml0ZW5zeWEucG5n/RS=%5eADBiVJ4uo30tMuq1KNZ9281C.de1ZA-;_ylt=A2RCA9b9RTda.jQAHimU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/129944.pdf
https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/129945.pdf
https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/130102.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍でも工夫したボランティア活動 

令和２年９月１０日（木）、毎週木曜日定例会をさ

れていますが、今回は交流会をされました。 

４チームに分かれ、１チーム４人で輪投げ・ダー

ツ・ポケネットをされました。 

ポケネットでは、球が外れたかと思ったら壁に

跳ね返り、ゴールに入って一番盛り上がっていま

した。 

感染予防については、１人投げては、除菌シー

トでグッズを拭いていました。イスの配置もゆと

りをもって配置し、皆透明マスクやフェイスシール

ドをつけてゲームを楽しんでいました。 

いつも、手話の学習を熱心にされていますが、

交流会では、和やかな笑い声とリラックスムード

で皆さんゲームを楽しんでいました。 

 

手話サークルあゆみ（昼） 

▲距離を取って、ゲームを楽しみました。 

▲意外に盛り上がったポケネット 

▲除菌シートで球を消毒 

アカハイ・ホヌ 

 高齢者交流サロンたんぽぽは、瀬野学区集会所で

第１・３水曜日１３時から１６時まで開催されています。 

 たんぽぽは、２年前から隔月１回第１水曜日１３時から

４０分程度、アカハイ・ホヌに歌声フラをお願いされて

います。 

 令和２年１０月７日は久しぶりの、歌声フラでした。 

 アカハイ・ホヌの山口代表は、マウスシールドを着用

し、大きな声が出せないのでワイヤレスマイクを使用

していました。利用者は、マスクを着用し、席の間隔も

十分空けて、感染予防につとめていました。 

 山口さんの笑顔に、皆にっこりされ、サロンメンバー

で作られたハイビスカスの髪飾りを付け、憧れのハワ

イ航路・島のブルース・それ行けカープを、動きをおさ

らいしながら、生き生きと踊っていました。 

 山口さんは、「利用者の方は、回を重ねるごとに笑

顔がほころび、良く笑われるようになった。踊りは、出

来ないことのないよう、参加者の状況を見て無理の

ない踊りを準備しています。」とおっしゃっていました。 

 たんぽぽの住川代表は、「利用者みんな、歌声フラ

を楽しみにしている。笑顔になりますね。」とおっしゃっ

ていました。 

 コロナ禍ではありますが、予防につとめながら、健

康第一、笑顔第一で楽しいボランティア活動やサロン

活動を続けていただきたいです。 

▲アカハイ・ホヌ 山口代表 

▲高齢者交流サロンたんぽぽ 

歌声フラが終わり、１４時頃から利用者みんな

で、好きなことをされています。取材した日は、

帽子の形をした磁石を作っていました。現在は

コロナ禍で、もくもく手芸をすることが多いそ

うです。得意な方が先生になっています。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567213341/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zZWFzb24tZnJlZWlsbHVzdC5jb20vc3VtbWVyL3N1bW1lcjA1Lmh0bWw-/RS=%5EADByLFU_RVUkk1bQ_XJKgeJPz4vTMQ-;_ylt=A2RCL6addWhdnG4AZQSU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567213341/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zZWFzb24tZnJlZWlsbHVzdC5jb20vc3VtbWVyL3N1bW1lcjA1Lmh0bWw-/RS=%5EADByLFU_RVUkk1bQ_XJKgeJPz4vTMQ-;_ylt=A2RCL6addWhdnG4AZQSU3uV7
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★珈琲マイスター入門講座 第２弾を開催しました★ 

 一昨年度末の区社協広報誌にて、第２弾の講座案内をしたとこ

ろ、６名の申し込みがありました。そこで６名の方を対象に、感染予

防につとめながら、１１月４日（水）から毎週水曜日１３：３０～１５：３０の

全４回で講座を開催しました。 

 第１回目は、珈琲の基礎知識と焙煎方法を学びました。 

 珈琲はお米と同じ生鮮食品なので、ご飯が炊きたてがおいしい

のと同じで、珈琲も煎りたてがおいしいということを知り、まずは

珈琲を煎ることにチャレンジしました。 

 第２回目は、珈琲の起源

や飲用の歴史に触れ、珈琲

の淹れ方もマスターしまし

た。昔、珈琲は嗜好品とい

うより、「体を強化する」

「眠気を払い、活力を生む」

薬として扱われていたそう

です。 

 第３回目は、珈琲の種類・品種・産地を知り、世界をめぐり、

珈琲を飲み比べました。 

 受講生は、コロンビア・モカ・マンデリンの３種を飲み比べ、

違いがまだわかりにくいようでしたが、市販の珈琲のよう

に苦みや酸っぱさがなく、飲みやすいとおっしゃっていまし

た。 

 焙煎は、毎回チャレンジされ、どんどん上手になっていま

した。 

 最後に、第１弾の講座を受講し、現在グループとして活動し

ているロマンスグレーCafé のメンバーと交流がありました。

代表の入領さんから、パワーポイントの資料にそって、立ち上

げたきっかけや、メンバー紹介、定例会や活動についての話

がありました。 

 その後、講座を受講して感じたことや、今後についての意

向をお聞きしました。 

 コロナ禍ではありますが、できることを焦らず楽しんで活

動できるよう、区社協職員一同応援しています。 

最終日は、珈琲の健康力を再確認し、焙煎度合いで決まる味わ

いの違いを学びました。新鮮な珈琲は病気や老化を撃退し、ダイ

エットやストレス緩和にも良いそうです。 

焙煎は、浅煎りと深煎りに挑戦。浅煎りは酸味があり、深煎りは

苦みがあるようですが、違いに気づけるようになっていました。 

 

▲初めての焙煎、頑張りま～す！ 

▲講座スタート♡ 

ロマンスグレーCafé のメンバーもスタッフと

して講座に協力して下さいました。 

▲焙煎３回目♡ 慣れてきました            

▲助成金で、お揃いのエプロンを購入 

 ※写真撮影の為、マスクを一時的にはずしております。 

▲ロマンスグレーCaféのメンバー 

 

講師 

Caffe fresco Nagi 

オーナー 佐々木恵利 氏  

ロマンスグレーCafé（ボランティアグループ）の紹介 

高齢者交流サロン等へ、自家焙煎（生の豆を煎る）から

豆を挽き、淹れるまですべてをメンバーが行い新鮮な

珈琲を提供しています。とてもおいしいです     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月４日（金）瀬野小学校４年生を

対象にやさしさ発見プログラム事

業【聴覚障害者理解 要約筆記】 

が行われました。 

 講師は、要約筆記サークルおりづ

る安芸支部の鈴木英子さんとおり

づるのメンバーでした。 

 瀬野小学校から久しぶりのやさし

さ発見の依頼で、メンバー一同、当

日をとても楽しみにされていまし

た。講師の鈴木さんもとても気合が

入っておられました。 

▲講師 鈴木英子さん 

◀【寸劇は】 

聴こえる人（お母さん）を鈴木さん、

聴こえない人（お姉さん）を丸山さ

ん、2 人を繋ぐ人（子ども）を生徒さん

でされました。 

 内容は、お母さんがお料理で手が

離せないから、お姉さんに水を持って

くるよう子どもに伝えてもらう設定

でした。 

 生徒さんは、お姉さんの肩をとん

とんたたき、ジェスチャーで伝えよう

としていましたが、書いて伝えること

が一番伝わることに気が付かれてい

ました。 

◀【ノートテイクにチャレンジ♪】 

 聴こえない方の横で要約筆記

をすることがノートテイク。 

 「せのしょうがっこう」を１分間

でどれだけ書けるか挑戦。 

 続け字になっていないか、速く・

読みやすく・正しく書けたかを確

認しました。 

 多くの生徒さんが、良く書けて

いました。 

聴こえない方が 

困ること 

【聴覚障害者へ OHC で質問タイム】▶ 

チャイムが鳴ると光る機械を利用する。

電話は留守電にしておき、家族に教えて

もらうか FAXでお願いするなど、疑問が

解決しました。 

◀【１０オフ運動を要約して書いてみよう】 

家族で話し合い、携帯スマホのルールを作る。規則正しい生活習慣を作る。

相手の為にも夜９時以降メールを送信しない。夜１０時以降のスマホの使用

をやめる。皆、要約筆記をして、１０オフ運動もしっかり頭にインプットされま

した。 

 

最後に、防災無線を聞いて要約筆記をしてみました。 

「こちらは防災広島です。震度４の地震がおきた。火の始末をして、テレビ・

ラジオをつけて落ち着いて行動しよう。」の「火の始末」は「コンロ・ストーブ

の火」と具体的な書き方が良いなど、講師からアドバイスがありました。 

やさしさ発見プログラムのご要望は 

安芸区社会福祉協議会まで。手話や点字等もあります。 

０８２－８２１－２５０１ 


